
共 同 事 業 契 約 書 （ 雛 形 ）  
 
 

〇 〇 〇 〇 （ 以 下 「 甲 」 と い う 。 ） と 国 ⽴ ⼤ 学 法 ⼈ 横 浜 国 ⽴ ⼤ 学 （ 以 下 「 ⼄ 」 と い
う 。 ） は 、 「 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 （ 以 下 「 本 事 業 」 と い う 。 ） 」 の 実 施 に 当 た
り 、 相 互 の 知 ⾒ を 活 か し 、 次 の 各 条 の と お り 、 共 同 事 業 契 約 （ 以 下 「 本 契 約 」 と い
う 。 ） を 締 結 す る 。  
 
（ ⽬ 的 ）  
第 １ 条  本 契 約 は 、 本 事 業 の 実 施 に お い て 、 ⼄ の 「 地 域 課 題 実 習 共 創 型 プ ロ ジ ェ ク

ト 」 を 活 ⽤ し 、 地 域 課 題 の 解 決 に 向 け た 検 証 等 を ⾏ い 、 そ の 解 決 案 を 提 案 す る こ
と を ⽬ 的 と す る 。  

 
（ 事 業 内 容 ）  
第 ２ 条  本 事 業 の 内 容 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る と お り と す る 。 詳 細 に つ い て は 、 別 紙

の と お り と す る 。  
⑴  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  
⑵  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  
⑶  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

２  甲 は 、 地 域 課 題 の 解 決 に 向 け 、 事 業 に 係 る 必 要 な 情 報 提 供 を 随 時 ⾏ い 、 ⼄ の 業
務 実 施 に 誠 実 に 協 ⼒ す る こ と と す る 。  

３  ⼄ は 、 本 事 業 の 円 滑 な 実 施 に 向 け 、 本 事 業 に 参 画 す る 学 ⽣ （ 以 下 「 参 画 学 ⽣ 」
と い う 。 ） の 募 集 、 履 修 管 理 、 伴 ⾛ ⽀ 援 及 び 成 果 発 表 の 機 会 の 提 供 を す る こ と と
す る 。  

 
（ 事 業 期 間 ）  
第 ３ 条  本 契 約 の 期 間 は 、 令 和 〇 年 〇 ⽉ 〇 ⽇ か ら 令 和 〇 年 〇 ⽉ 〇 ⽇ ま で と す る 。  
２  前 項 の 期 間 満 了 後 も 本 事 業 を 継 続 し て 実 施 す る 場 合 に は 、 新 た に 契 約 を 締 結 す

る も の と す る 。  
３  天 災 地 変 そ の 他 本 事 業 の 遂 ⾏ 上 や む を 得 な い 事 由 が ⽣ じ た と き は 、 双 ⽅ 協 議 の

上 、 本 事 業 の 内 容 を 変 更 し 、 ⼜ は 中 ⽌ す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 相
⼿ ⽅ に 対 し そ の 責 任 を 負 わ な い も の と す る 。  

 
（ 共 創 事 業 費 ）  
第 ４ 条  本 契 約 の 共 創 事 業 費 は 、 〇 〇 〇 〇 円 （ 消 費 税 及 び 地 ⽅ 消 費 税 相 当 額 を 含

む ） と す る 。  
２  ⼄ は 、 共 創 事 業 費 を 本 事 業 の 実 施 に 当 た っ て 必 要 の 経 費 と し て 、 交 通 費 、 宿 泊

費 、 担 当 教 員 等 に よ る 伴 ⾛ ⽀ 援 に 要 す る 費 ⽤ 、 消 耗 品 等 の ほ か 、 ⼀ 般 管 理 費 に 充
当 で き る も の と す る 。  

３  甲 は 、 共 創 事 業 費 を 令 和 〇 年 〇 ⽉ 〇 ⽇ ま で に ⼄ に 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 そ



の 際 の 振 込 み ⼿ 数 料 そ の 他 の 納 付 費 ⽤ は 甲 の 負 担 と す る 。  
４  甲 は 、 所 定 の 納 付 期 限 ま で に 共 創 事 業 費 を 納 付 し な い と き は 、 納 付 期 ⽇ の 翌 ⽇

か ら 納 付 の ⽇ ま で の ⽇ 数 に 応 じ 、 そ の未納 額 に⺠法 第 404 条 に規定され て い る
法 定利率の割合 で計算し た延滞⾦を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。  

５  本 事 業 を完了 し ⼜ は 中 ⽌ し 、若しくは延期 す る 場 合 に お い て 、 納 付され た 共 創
事 業 費 の 額 に不⽤ が ⽣ じ た 場 合 は 、 甲 は ⼄ に不⽤ と な っ た 額 の返還を請求す る こ
と が で き る 。 ⼄ は 、 甲 か ら の返還請求があっ た 場 合 、 こ れ に 応 じ な け れ ば な ら な
い 。  

 
（ 本 事 業 に よ り作成され た 提 案 書 等 の 活 ⽤ ）  
第５条  本 事 業 に て ⽣ じ た著作物（ 提 案 書 等 を 含 む 。 ） の著作権は 、 甲 、 ⼄ 及 び 参

画 学 ⽣ 間 で 協 議 し 、 そ の帰属を 定める も の と す る 。  
２  前 項 に か か わ らず、 甲 及 び ⼄ は 、 本 事 業 に よ り ⽣ じ た著作物を 、 教育・研究・
広報 そ の 他 本 事 業 に関連す る ⽬ 的 に お い て 、無償か つ⾮独占的 に 、複製、改変 、
公表 そ の 他 の ⽅ 法 に よ り利⽤ す る こ と が で き る も の と す る 。 ま た 、 参 画 学 ⽣ は 、
⾃⼰の 教育・研究、就職活動そ の 他 こ れ に準ずる ⽬ 的 に お い て 、 当該著作物を利
⽤ す る こ と が で き る も の と す る 。  

３  本 事 業 に よ り ⽣ じ た著作物の著作者は 、 甲 、 ⼄ 及 び 参 画 学 ⽣ に 対 し 、 当該著作
物に 係 る著作者⼈格権を ⾏使し な い も の と す る 。  

４  本 事 業 に 係 る完了 報告書 に つ い て は 、 甲 に帰属す る も の と し 、 ⼄ は 教育・研究
・論⽂化・広報 ⽬ 的 に お い て無償で利⽤ で き る も の と す る 。 ま た 、 参 画 学 ⽣ は 、
⾃⼰の 教育・研究、就職活動そ の 他 こ れ に準ずる ⽬ 的 に お い て 、 当該報告書 を利
⽤ す る こ と が で き る も の と す る 。  

 
（秘密保持）  

第６条  甲 及 び ⼄ は 、 本 事 業 の 遂 ⾏ に関連し て 知 り 得 た 相 ⼿ ⽅ の秘密情 報 を 、 本 事
業 の 遂 ⾏ 以外の ⽬ 的 に使⽤ し 、 ⼜ は 相 ⼿ ⽅ の 書⾯に よ る 事 前承諾なく第三者に開
⽰若しくは漏えい し て は な ら な い 。  

２  甲 及 び ⼄ は 、 本 事 業 に関連し て 相 ⼿ ⽅ か ら 提 供 を受け 、 ⼜ は 本 事 業 の 遂 ⾏ に 当
た り 知 り 得 た個⼈ 情 報 を 、 当該個⼈ 情 報 の利⽤ ⽬ 的 の達成 に 必 要 な範囲内 で の み
取り扱う も の と し 、 法 令 そ の 他 各 当 事者に適⽤され る規程等 に従い 、適切に 管 理
し な け れ ば な ら な い 。  

３  甲 及 び ⼄ は 、 本 事 業 に関連し て取り扱う秘密情 報 及 び個⼈ 情 報 が漏えい 、滅失
⼜ は毀損し た 場 合 ⼜ は そ の お そ れ がある 場 合 に は 、直ちに 相 ⼿ ⽅ に 報告し 、 協 議
の 上 、 必 要 な措置を講ずる も の と す る 。  

４  甲 及 び ⼄ は 、 本 事 業 に従事させる⾃⼰の役員 、職員 、 学 ⽣ そ の 他 の関係者に 対
し 、 前 各 項 の義務 を遵守させる ために 必 要 か つ適切な監督を ⾏ う も の と す る 。  

 
（ 契 約 の 解除）  
第７条  甲 及 び ⼄ は 、 相 ⼿ ⽅ が 次 の 各 号 の いずれ か に該当 し 、 相 当 期 間 を 定めて催



告し た に も か か わ らず是正され な い と き は 、 本 契 約 を 解除す る こ と が で き る も の
と す る 。  
⑴  相 ⼿ ⽅ が 本 契 約 の 履 ⾏ に関し 、不正⼜ は不当 な ⾏為を し た と き  
⑵  相 ⼿ ⽅ が 本 契 約 に違反し た と き  
 

（損害賠償）  
第８条  甲 及 び ⼄ は 、 相 ⼿ ⽅ （ そ の 事 業 担 当者若しくは 事 業 協 ⼒者を 含 む 。 ） の故
意⼜ は重⼤ な過失に基づく本 契 約 上 の義務 の不履 ⾏ に よ っ て損害を被っ た と き に
は 、直接か つ現実 に受け た 通常損害の範囲内 に お い て 、 相 ⼿ ⽅ に損害賠償を請求
で き る も の と す る 。  

 
（反社会 的勢⼒ の排除）  
第９条  甲 及 び ⼄ （ 法 ⼈ の 場 合 にあっ て は 、 そ の役員 を 含 む 。 ） は 、 相 ⼿ ⽅ に 対

し 、 次 の 各 号 の 事 項 を 表明し 、保証 す る 。  
⑴  ⾃ら が 、暴⼒団、暴⼒団員 、暴⼒団準構成 員 、暴⼒団員 で なくな っ た と き か

ら５年 を 経過し な い者、暴⼒団関係企業 、総会屋、政治活動・宗教 活動・社会
運動標榜ゴロ 、特殊知能暴⼒ 集団そ の 他 こ れ ら に準ずる者（ 以 下 、総称し て
「反社会 的勢⼒ 」 と い う 。 ） に該当 し な い こ と 。  

⑵  反社会 的勢⼒ に⾃⼰の名義を利⽤させ、 本 契 約 を 締 結 す る者で な い こ と 。  
⑶  ⾃ら ⼜ は 第三者を利⽤ し て 、 次 の ⾏為を し な い こ と  
ア  相 ⼿ ⽅ に 対 す る脅迫的 な⾔動⼜ は暴⼒ を ⽤ い る ⾏為  
イ  偽計⼜ は威⼒ を ⽤ い て 相 ⼿ ⽅ の 業 務 を妨害し 、 ⼜ は 相 ⼿ ⽅ の信⽤ を毀損す

る ⾏為  
２  甲 ⼜ は ⼄ が 、 次 の 各 号 の いずれ か に該当 し た 場 合 は 、 相 ⼿ ⽅ は 、何ら の催告な

し に 本 契 約 を 解 約 す る こ と が で き る 。  
⑴  前 項 第 １ 号 の確約 に反す る申告を し た こ と が判明し た 場 合  
⑵  前 項 第 ２ 号 の確約 に反し 契 約 を し た こ と が判明し た 場 合  
⑶  前 項 第 ３ 号 の確約 に反す る ⾏為を し た 場 合  

３  甲 ⼜ は ⼄ は 、 前 項 に よ り 本 契 約 を 解 約 し た こ と に よ り 相 ⼿ ⽅ に損害が ⽣ じ た と
し て も 、 ⼀切の損害賠償義務 を 負 わ な い も の と す る 。  

 
（ 協 議 ）  
第 １０条  本 契 約 に 定めの な い 事 項 ⼜ は 本 契 約 の規定 の 解釈に疑義を ⽣ じ た と き

は 、 双 ⽅ 誠意を持っ て 協 議 の 上 、 こ れ を 解 決 す る も の と す る 。  
 
（裁判管轄）  
第 １ １ 条  本 契 約 に関す る訴えは 、被告の 所在地 の裁判所 の 管轄に属す る 。  
 

本 契 約 の 締 結 を 証 す る ため、 本 契 約 書 ２ 通 を作成 し 、 甲 、 ⼄ そ れぞれ １ 通 を保管
す る も の と す る 。  



 
令 和  年  ⽉  ⽇  

 
 

（ 甲 ）   
 
 

 
 
（ ⼄ ）  神奈川県横 浜市保⼟ケ⾕区常盤台７９番１ 号  

国 ⽴ ⼤ 学 法 ⼈ 横 浜 国 ⽴ ⼤ 学  
学⻑  梅原  出  


